
1 

うらやす地域福祉活動計画 IV第３回策定委員会 議事要旨 

 

１．開催日時  令和元年 12月 13日（金）10：00～12：00 

 

２．開催場所  浦安市中央公民館 第２会議室 

 

３．出 席 者 

（委員） 

坪井真委員、渡邊武委員、大塚真理子委員、針木潔委員、相原勇二委員、 

進藤千恵美委員、進藤順子委員、立﨑直樹委員、大場浩委員、枝川芳子委員、 

宇田川道惠委員、大塚三枝子委員、榎本俊夫委員、渡邉聰子委員、町山幹男委員 

（事務局） 

斉藤事務局長、大塚事務局次長、牧野事業課長、若月主幹、大西、佐久間、上木、 

菊地 

 

４．議  題 

（１）うらやす地域福祉活動計画 IV中間素案について 

（２）パブリックコメントの実施について 

 

５．議事の概要 

（１）うらやす地域福祉活動計画 IV中間素案について 

    前回の策定委員会で協議した、骨子案及び目標を基に作成した中間素案につい

て説明し、意見交換を行った。 

（２）パブリックコメントの実施について 

協議結果及び市が策定を進めている地域福祉計画案を基にパブリックコメント

を実施する旨の説明をし、意見交換を行った。 

 

６．会議経過 

（１）協議 

①うらやす地域福祉活動計画IV中間素案について 

前回の策定委員会で協議した、骨子案及び目標を基に作成した中間素案について説明。 

（意見） 

委員長：最終的に計画として策定された後に、市民の皆さん向けの概要版を作成する予定は 

あるか。 

事務局：計画書が完成次第作成を予定している。 

 委員長：行政が策定している地域福祉計画と地域福祉活動計画の実施期間は、同じ期間か。 
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 事務局：両計画で整合性を図り策定するため、同じ期間である。 

委員：広報紙やホームページで人集めをするのですが、なかなか集まらない。子育てサロンに

協力しているが、母親同士で悩みを話したり質問をしている姿を見て、出向いて行くと

いうことが必要だと感じた。 

事務局：待っていても相談は来なかったり、困り事は分からないことがあるため、できるだけ

出向くように、社協の相談の窓口を充実させていく予定。千葉県内にコミュニティソ

ーシャルワーカーという、地域に出向いてよろず相談を受ける専門職がいるが、技術、

知識といった専門性を活かしながら地域の課題を解決していきたいと考えている。 

委員長：ボランティアや担い手の人が活動計画に基づいて、または活動計画を理解してもらう

ような働きかけも重要。 

 事務局：必要に応じて説明させていただく。 

委員：市民、地域、事業所・企業は「やりましょう」と書いてあるが、この表現では社協の計

画のように読めてしまう。何か方法があるか。 

 事務局：皆さんとともにやっていきましょうということが伝わるよう、検討する。 

委員：8050問題はどうしていくのか。また、42ページのスケジュール表の矢印が事業者・企業

の部分のみ令和２年で区切られている意図はなにか。 

 事務局：8050問題だけではなく地域には色々な問題があるため、ピンポイントで絞るよりはそ

れぞれの取組を実施していくことで、様々な問題を解決に導くとしたため、敢えて個

別の問題をピックアップして計画書に落とし込まなかった。ただし、8050問題の背景

を踏まえての作成はしている。また、スケジュールを分けた意図は、制度づくりと実

施について時期で分けて表記した方が分かりやすいと内部会議にて話し合った結果

となる。 

委員：19ページの取り巻く状況に8050問題の資料があれば、ここに掲載するのはどうか。 

委員：8050問題の定義が曖昧であるため、統計的に提示できるような資料は市ではない。 

委員：概要版を作成後の周知はどのように行うのか。また、直接受取に行くことは可能か。 

事務局：うらやす社協だよりでのＰＲ、また、支部社協をはじめ、市内団体へ赴き説明を行う

予定である。直接渡すことは可能である。 

委員：仕事帰りにボランティアに参加する方法の記載があると良い。 

事務局：例えば地域の社会資源マップのようなものを併せて記載する等工夫する。 

委員：16ページ概念図の受け手と支え手の相互に矢印があり、これが地域共生を考える時に大

切なポイントだと思うが、今まで支えられる側として想定されていた障がいのある方、

高齢者等が支える側の市民にも含まれていることが、これだけで伝わるのか 

事務局：受け手支え手を分けずに、どちらにもなり得るよう検討していく。 
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②パブリックコメントの実施について 

協議結果及び市が策定を進めている地域福祉計画案との整合性を図り、委員の方々の

意見をいただいたうえで、中間素案を修正し、２月初旬から２週間、社協のホームページで

パブリックコメントを実施する旨の説明 

（意見） 

委員：社協ホームページ以外にも市民の皆さんから意見を伺う方法はあるか。 

事務局：社協窓口に印刷したものを置き、閲覧いただけるようにする。 

委員長：パブリックコメントで本編の他に概要版を出す予定はあるか。 

事務局：本編のみの公開する。 

委員：パブリックコメント実施のアナウンスはあるのか。 

事務局：委員へ案内を送付する。 

 

（３）その他 

本会議の意見シート及び計画書に掲載するメッセージシートについて説明を行った。 

以上 

 


